
『
新
古
今
和
歌
集
』
に
お
け
る
体
言
止
に
つ
い
て

ジ
ョ
ル
ダ
ー
ノ
ー
ジ
ュ
セ
ッ
ペ

は
じ
め
に

　
本
稿
は
、
『
新
古
今
和
歌
集
』
（
以
降
『
新
古
今
集
』
と
称
す
）
に
お
け
る
体

言
止
と
い
う
技
巧
を
中
心
に
論
じ
る
。
体
言
止
は
、
万
葉
時
代
か
ら
よ
く
使
わ

れ
る
技
巧
で
あ
っ
た
が
、
先
行
研
究
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
「
新
古
今
時

代
」
に
至
る
と
急
増
し
、
「
新
古
今
時
代
」
歌
風
の
重
要
な
特
徴
と
し
て
示
さ

れ
る
。
そ
の
技
巧
を
論
考
す
る
と
、
基
本
的
に
次
の
問
題
が
見
ら
れ
る
。

　
①
「
新
古
今
時
代
」
の
体
言
止
の
急
増
は
、
『
新
古
今
集
』
で
は
具
体
的
に

　
　
ど
の
点
ま
で
見
ら
れ
る
か
。

　
②
体
言
止
は
、
あ
る
特
別
な
主
題
と
関
連
す
る
技
法
な
の
か
。
そ
れ
を
明
ら

　
　
か
に
す
る
た
め
、
二
つ
の
こ
と
を
検
討
し
た
い
。
第
一
点
は
、
体
言
止
の

　
　
和
歌
は
『
新
古
今
集
』
各
巻
に
平
均
的
に
配
列
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
と

　
　
い
う
こ
と
で
あ
り
、
第
二
点
は
意
味
論
的
視
点
か
ら
調
査
す
る
と
、
体
言

　
　
　
　
　
薪
古
今
和
歌
集
』
に
お
け
る
体
言
止
に
つ
い
て

　
　
止
の
語
句
と
し
て
ど
の
よ
う
な
言
葉
が
用
さ
れ
て
い
る
か
、
で
あ
る
。

　
③
体
言
止
を
使
う
和
歌
は
統
語
論
上
の
視
点
か
ら
論
じ
れ
ば
、
ど
う
い
う
ふ

　
　
う
に
配
分
さ
れ
る
か
。
さ
ら
に
、
体
言
止
を
使
う
和
歌
を
分
類
す
る
と
、

　
　
比
率
的
に
重
要
な
部
門
が
あ
る
か
。

　
現
在
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
全
面
的
に
考
察
し
た
先
行
研
究
は
稀
少
と
い
え
、

そ
の
た
め
、
本
稿
は
以
上
三
点
に
注
目
し
て
検
証
し
て
い
き
た
犬
。

　
　
　
　
　
　
一
　
『
新
古
今
集
』
の
歌
人
と
体
言
止

　
『
新
古
今
集
』
に
お
け
る
体
言
止
の
和
歌
は
四
六
一
首
に
及
六
。
特
に
代
表

的
な
歌
人
と
し
て
は
、
次
の
歌
人
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
（
数
字
は
、
体
言
止
の
総

数
）
。藤

原
良
経
2
6
、
慈
円
ぺ
式
子
内
親
王
ぺ
藤
原
家
隆
只
藤
原
定
家
2
1
、

寂
蓮
2
0
、
藤
原
俊
成
1
8
、
西
行
尺
藤
原
雅
経
1
6
、
後
鳥
羽
院
４
、
藤
原



　
　
　
　
　
薪
古
今
和
歌
集
』
に
お
け
る
体
言
止
に
つ
い
て

　
　
俊
成
女
1
3
、
藤
原
有
家
８
、
源
通
具
６
、
鴨
長
明
６
、
宮
内
卿
６
、
源
具

　
　
親
６
、
源
通
光
６
、
寂
然
６
、
二
条
院
讃
岐
６
、
殷
富
門
院
大
輔
６
、
公

　
　
経
５
、
藤
原
秀
能
５
、
恵
慶
４
、
相
摸
４
、
藤
原
兼
実
４
、
藤
原
実
定
４
、

　
　
惟
明
親
王
３
、
宜
秋
門
院
丹
後
３
、
紫
式
部
３
、
菅
原
道
真
３
、
藤
原
清

　
　
輔
３
、
藤
原
忠
良
３
、
八
条
院
高
倉
３

　
菅
原
道
真
・
相
摸
・
恵
慶
を
除
け
ば
、
右
の
歌
人
は
全
て
「
新
古
今
時
代
」

の
歌
人
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
「
新
古
今
時
代
」
と
は
具
体
的
に
言
う
な
ら
ば
、

ど
の
時
期
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
先
行
研
究
で
は
二
つ
の
考
え
方
が
見
ら

れ
る
。
第
一
に
狭
義
に
解
釈
す
る
も
の
、
第
二
に
広
義
に
解
釈
す
る
も
の
で
あ

る
。
狭
義
に
解
釈
す
る
先
学
は
、
「
新
古
今
時
代
」
と
は
後
鳥
羽
院
歌
壇
の
時

期
に
限
定
で
あ
る
、
と
す
る
。
特
に
久
保
田
淳
氏
は
「
新
古
今
時
代
」
よ
り
・

「
後
鳥
羽
院
時
代
」
と
い
う
方
が
ふ
さ
わ
し
い
と
述
べ
竹
。
宮
廷
の
詩
的
な
活

動
に
対
す
る
後
鳥
羽
院
の
求
心
力
は
否
定
で
き
な
い
が
、
久
保
田
氏
の
定
義
は

限
定
的
と
い
え
、
「
時
代
」
と
い
う
概
念
に
適
応
し
な
い
も
の
で
は
な
い
か
。

一
方
、
「
新
古
今
時
代
」
を
広
義
に
解
釈
す
る
藤
平
春
男
氏
の
よ
う
な
観
点
も

あ
る
。
藤
平
氏
に
よ
る
と
、
「
新
古
今
時
代
」
は
建
久
年
間
を
主
と
す
る
良
経

家
歌
壇
期
か
ら
、
承
久
の
乱
に
至
る
建
保
年
間
を
中
心
に
活
躍
し
た
順
徳
院
内

裏
歌
壇
期
ま
で
を
指
九
。
有
吉
保
氏
の
研
究
も
後
者
に
相
当
し
、
氏
は
次
の
よ

う
に
述
べ
る
。

　
　
　
六
百
番
歌
合
は
、
新
古
今
集
の
基
盤
や
性
格
を
端
的
に
把
握
で
き
る
恰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

好
の
資
料
で
あ
る
。
（
略
）
こ
の
歌
合
が
（
略
）
新
古
今
集
中
に
あ
っ
て

は
、
千
五
百
番
歌
合
の
九
十
一
首
、
正
治
初
度
百
首
の
七
十
九
首
に
次
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

で
、
第
三
位
の
三
十
四
首
を
占
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
有
吉
保
氏
等
の
研
究
に
倣
い
、
「
新
古
今
時
代
」
を
広
義
に
解

し
た
い
。
そ
し
て
、
体
言
止
に
対
す
る
当
時
の
歌
人
の
熟
練
に
注
目
し
た
い
の

で
あ
る
。
こ
の
考
察
は
、
「
六
百
番
歌
合
」
を
後
援
し
た
藤
原
良
経
の
デ
ー
タ

（
前
掲
の
2
6
首
）
を
見
る
な
ら
ば
、
も
っ
と
興
味
深
く
な
る
と
い
え
よ
う
。
後

鳥
羽
院
歌
壇
の
活
動
は
、
宮
廷
歌
風
の
革
命
を
起
こ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

ま
ず
は
革
新
の
第
一
歩
と
し
て
、
藤
原
良
経
の
時
期
に
遡
っ
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
二
　
体
言
止
を
使
う
和
歌
の
分
配
と
連
続

　
体
言
止
を
使
う
和
歌
は
『
新
古
今
集
』
に
に
ど
の
よ
う
に
配
列
さ
れ
る
か
、

と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
な
ら
ば
、
次
の
表
が
挙
げ
ら
れ
る
。

比率　体言止を　巻の　部
関係　使う歌数　歌数

32.7　　57　　　174　春

33.6　　37　　　110　夏

32.7　　87　　　266　秋

26.9　　42　　　156　冬

18　　　　9　　　50　賀

20　　　12　　　100　哀

15.3　　　6　　　39　離

29.7　　28　　　94　精

26.5　　74　　　446　恋

18.7　　78　　　416　雑

23.4　　15　　　64　神

25.3　　16　　　63　釈



　
こ
の
結
果
か
ら
、
体
言
止
と
四
季
の
部
の
和
歌
と
の
関
連
は
顕
著
と
い
え
る
。

体
言
止
を
使
う
四
六
一
首
の
和
歌
の
約
半
数
が
四
季
折
々
を
巡
る
最
初
の
六
巻

に
載
り
、
特
に
四
季
の
和
歌
の
中
で
は
、
体
言
止
を
使
う
和
歌
は
治
％
に
及

ぶ
。
こ
の
調
査
結
果
は
、
次
の
先
行
研
究
と
比
較
し
た
時
に
、
重
要
性
を
帯
び

　
　
　
　
　
　
⑥

る
で
あ
ろ
う
。

四
季
の
歌
の
体
言
止

　
　
古
今
集
　
　
　
7
.
9
％

　
　
後
拾
遺
集
　
1
.
8
％

　
　
　
　
　
　
　
１

千
載
集
背

後
撰
集

金
葉
集

新
古
今
集

　　　12.6犬ヤＶ

拾
遺
集

詞
花
集

12.6　ぉ賢

　
従
来
の
勅
撰
集
と
比
べ
る
と
、
『
新
古
今
集
』
は
急
増
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
『
新
古
今
集
』
は
「
新
古
今
時
代
」
の
歌
風
の
鏡
と
な
る
よ
う
編
ま
れ
た
勅

撰
集
で
あ
り
、
以
前
の
勅
撰
集
と
比
べ
、
『
新
古
今
集
』
に
お
け
る
体
言
止
の

和
歌
の
急
増
は
、
本
勅
撰
集
の
五
人
の
撰
者
と
後
鳥
羽
院
の
価
値
観
に
基
づ
い

た
結
果
で
は
な
く
、
「
新
古
今
時
代
」
の
流
行
し
た
歌
風
の
傾
向
を
反
映
し
て

い
る
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
「
新
古
今
時
代
」
の
和
歌
を
考
察
す

る
と
、
体
言
止
と
は
「
新
古
今
時
代
」
の
歌
風
の
一
つ
の
重
要
な
特
徴
と
し
て

間
違
い
な
く
あ
げ
ら
れ
る
と
い
え
る
。

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
考
察
は
体
言
止
を
使
う
和
歌
の
比
率
の
み
に
限
定
さ
れ

る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
当
時
の
選
者
が
和
歌
の
配
列
順
を
構
想
す
る
中

で
、
い
か
に
体
言
止
の
歌
を
活
用
し
た
か
も
指
摘
し
う
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
薪
古
今
和
歌
集
』
に
お
け
る
体
言
止
に
つ
い
て

　
『
新
古
今
集
』
で
は
、
体
言
止
を
使
う
和
歌
が
連
続
的
に
配
列
さ
れ
て
い
る

場
合
が
少
な
く
な
い
。
連
続
す
る
場
合
は
六
首
ま
で
及
ぶ
。
二
連
続
の
和
歌

の
数
が
増
え
れ
ば
増
え
る
ほ
ど
、
こ
の
連
の
数
は
減
る
）
。
だ
が
、
次
の
一
覧

か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
体
言
止
を
使
う
和
歌
の
連
続
は
、
特
に
四
季
の
最
初
の

六
巻
に
見
ら
れ
る
。

　
　
二
首
の
和
歌
の
直
接
連
続
　
五
一
連
（
そ
の
う
ち
季
節
部
は
三
〇
連
）
、

　
　
三
首
の
和
歌
の
直
接
連
続
　
二
二
連
（
季
節
部
　
九
連
）
、
四
首
の
和
歌

　
　
の
直
接
連
続
　
三
連
（
季
節
部
　
二
連
）
、
五
首
の
和
歌
の
直
接
連
続

　
　
三
連
（
季
節
部
　
三
連
）
、
六
首
の
和
歌
の
直
接
連
続
　
二
連
（
季
節
部

　
　
一
連
）

　
『
新
古
今
集
』
は
和
歌
配
列
が
洗
練
さ
れ
た
勅
撰
集
と
は
多
々
指
摘
さ
れ
て

き
た
犬
、
撰
者
が
注
意
を
払
っ
た
の
は
、
四
季
の
推
移
を
描
写
す
る
巻
一
～
六

の
和
歌
配
列
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
和
歌
配
列
に
注
意
を
払
う
こ
の
よ
う

な
認
識
は
、
『
古
今
和
歌
集
』
ま
で
遡
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
「
新
古
今
時

代
」
に
至
る
と
、
当
時
の
歌
学
者
に
よ
っ
て
理
論
面
で
も
整
備
さ
れ
た
こ
と
が

大
き
い
。
『
古
来
風
鯵
抄
』
で
は
、
季
節
的
な
歌
材
と
和
歌
に
つ
い
て
考
察
す

る
時
、
後
鳥
羽
院
歌
壇
で
高
名
な
歌
人
と
見
な
さ
れ
た
藤
原
俊
成
は
和
歌
の
あ

る
べ
き
配
列
を
詳
説
し
、
自
然
界
の
要
素
の
登
場
順
番
の
規
則
を
つ
ぶ
さ
に
定

　
　
　
　
⑧

め
て
い
る
。

『
古
来
風
鈴
抄
』
は
、
「
新
古
今
時
代
」
以
前
の
歌
を
例
歌
と
し
て
、
体
言
止

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三



　
　
　
　
　
薪
古
今
和
歌
集
』
に
お
け
る
体
言
止
に
っ
い
て

の
和
歌
が
何
首
か
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
体
言
止
の
技
巧
と
区
別
し
て
は
、
論

じ
て
い
な
い
。
先
述
の
よ
う
に
、
「
新
古
今
時
代
」
歌
風
の
代
表
歌
人
と
し
て

考
え
ら
れ
る
『
新
古
今
集
』
撰
者
が
注
意
を
払
っ
た
の
は
、
四
季
折
々
の
移
り

変
わ
り
を
描
写
す
る
和
歌
配
列
で
あ
り
、
そ
し
て
『
新
古
今
集
』
の
最
初
の
六

巻
に
お
け
る
体
言
止
の
和
歌
数
が
比
率
的
に
多
い
た
め
、
歌
人
は
意
識
的
に
こ

の
技
法
を
使
用
し
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

三
　
体
言
止
と
し
て
使
わ
れ
る
言
葉

　
巻
一
～
六
（
四
季
の
巻
）
の
和
歌
を
考
察
し
た
が
、
体
言
止
と
四
季
折
々

－
広
義
に
解
釈
す
る
と
、
自
然
界
の
要
素
－
と
の
密
接
な
関
係
は
、
和
歌

の
題
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
先
行
研
究
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
体

言
止
の
語
句
を
、
植
物
・
動
物
・
天
象
・
地
儀
・
人
事
の
各
部
門
に
分
け
軸
。

　
地
儀
と
人
事
よ
り
も
植
物
・
動
物
・
天
象
と
い
う
要
素
は
季
節
と
の
関
連
が

強
く
、
「
季
節
的
歌
材
」
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
植
物
・
動
物
・
天
象
・
地

儀
・
人
事
を
表
わ
す
語
句
は
、
個
々
に
使
わ
れ
る
場
合
も
あ
る
し
、
合
併
し
て

使
わ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
ま
ず
は
、
個
々
の
語
句
を
使
う
和
歌
に
関
す
る
の
本

調
査
の
結
果
を
発
表
し
て
お
き
た
い
。
（
一
％
を
超
え
る
和
歌
の
比
率
だ
け
を

記
載
す
る
じ

天
象
二
Ｉ
二
前
（
四
七
・
九
％
）
、
人
事
　
四
五
首
（
九
・
七
％
）
、
地
儀

三
一
首
（
六
・
九
％
）
、
動
物
　
二
Ｉ
首
（
四
・
五
％
）
、
植
物
　
二
〇
首

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

　
　
（
四
∴
二
％
）

　
語
句
が
合
併
的
に
使
わ
れ
る
例
歌
と
し
て
は
、
次
の
和
歌
が
挙
げ
ら
る
。

　
　
地
儀
・
天
象
　
四
〇
首
（
八
・
九
％
）
、
植
物
・
天
象
　
二
Ｉ
首
（
四
・

　
　
五
％
）
、
人
事
・
天
象
　
一
六
首
二
二
・
四
％
）
、
地
儀
・
植
物
　
一
一
首

　
　
つ
丁
三
％
）
、
地
儀
・
人
事
　
九
首
（
一
・
九
％
）
、
植
物
・
人
事
　
七

　
　
首
（
一
・
五
％
）
、
天
象
・
人
事
　
六
首
（
一
・
三
％
）
、
人
事
・
植
物

　
　
三
首
、
人
事
・
地
儀
　
二
首
、
地
儀
・
動
物
　
二
首
、
植
物
・
地
儀
　
一

　
　
首
、
天
象
・
植
物
　
一
首
、
天
象
・
地
儀
　
一
首
、

　
体
言
止
に
限
定
し
た
本
調
査
の
結
果
、
意
味
論
的
視
点
か
ら
考
察
す
る
と
自

然
界
に
関
す
る
言
葉
（
植
物
・
動
物
・
天
象
）
を
使
う
歌
数
は
多
く
、
三
五
六

首
（
体
言
止
を
使
う
和
歌
の
七
七
・
二
％
）
に
も
及
ぶ
。
よ
っ
て
、
体
言
止
と

自
然
界
に
関
す
る
言
葉
に
は
密
接
な
関
係
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
先
述
の
よ
う

に
、
後
鳥
羽
院
歌
壇
の
歌
人
と
、
さ
ら
に
和
歌
所
の
寄
人
は
、
自
然
界
を
描
写

す
る
和
歌
を
担
当
し
た
時
に
創
作
と
編
纂
方
法
に
注
意
を
払
っ
て
い
た
た
め
で

あ
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
言
葉
は
、
和
歌
の
印
象
に
大
切
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
る

が
、
と
り
わ
け
結
句
は
読
者
の
心
に
長
く
留
ま
る
句
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、

体
言
止
と
し
て
自
然
界
を
描
出
す
る
表
現
が
特
に
使
わ
れ
る
の
が
簡
単
に
理
解

で
き
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。



　
　
　
　
四
　
体
言
止
を
使
う
和
歌
の
統
語
論
上
構
造

体
言
止
を
使
う
和
歌
は
統
語
論
的
に
、
つ
ま
り
文
章
の
構
造
の
立
場
か
ら
み

れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
部
類
に
入
る
か
。
こ
れ
を
明
ら
か
に
し
た
先
行
研
勉
は
あ

る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
類
が
『
新
古
今
集
』
に
対
し
、
ど
の
点
ま
で
影
響
を
与

え
る
か
、
と
い
う
こ
と
は
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
本
稿
で
は
、
先
行
研
究
に
作

ら
れ
た
部
類
を
中
心
に
し
、
『
新
古
今
集
』
に
お
け
る
体
言
止
を
使
う
和
歌
を
、

配
列
上
か
ら
詳
論
し
て
み
た
い
。

　
先
行
研
究
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
『
新
古
今
集
』
に
お
け
る
体
言
止
の

和
歌
を
文
章
の
構
造
視
点
か
ら
考
察
す
る
と
、
二
種
に
分
け
ら
れ
る
。
一
つ
の

関
係
節
か
ら
成
る
和
歌
（
以
降
、
「
Ａ
タ
イ
プ
ヒ
と
、
そ
れ
と
違
う
和
歌
（
以

降
、
「
Ｂ
タ
イ
プ
ヒ
で
あ
る
。
二
番
目
の
タ
イ
プ
の
和
歌
は
、
内
容
的
に
さ
ら

な
る
下
位
部
類
に
入
れ
ら
れ
る
の
だ
が
、
こ
れ
は
後
述
す
る
。

（
１
）
「
Ａ
タ
イ
プ
」

一
つ
の
関
係
節
か
ら
成
る
和
歌

　
Ａ
タ
イ
プ
は
『
新
古
今
集
』
に
一
一
五
首
あ
り
、
体
言
止
を
使
う
四
六
一
首

の
和
歌
の
四
分
の
一
ぐ
ら
い
で
あ
り
、
多
数
と
い
え
よ
う
。

　
配
列
の
話
に
な
る
と
、
こ
の
タ
イ
プ
の
和
歌
の
連
続
は
散
見
さ
れ
る
が
、
詳

細
は
一
六
九
∴
七
〇
、
二
七
九
・
二
八
〇
、
三
七
五
圭
二
七
七
、
五
九
七
・

五
九
八
、
六
〇
五
～
六
〇
七
、
二
天
四
∴
二
八
五
、
一
五
九
六
・
一
五
九

七
、
一
八
四
九
・
一
八
五
〇
、
一
九
三
七
・
一
九
三
八
、
の
九
連
で
あ
る
。
特

に
興
味
深
い
連
続
は
次
の
一
連
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皇
太
后
宮
大
夫
俊
成
女

　
　
三
七
五
　
大
荒
木
の
杜
の
木
の
間
を
も
り
か
ね
て
人
だ
の
め
な
る
秋
の
夜

　
４
　
Ｓ

の
月

藤
原
家
隆
朝
臣

４
　
Ｓ
　
ゝ
　
４
　
Ｓ
　
ゝ

三
七
六
　
有
明
の
月
待
つ
宿
の
袖
の
上
に
人
だ
の
め
な
る
宵
の
い
な
づ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
有
家
朝
臣

^
　
　
　
　
　
ｒ

　
　
　
　
ｒ

　
　
三
七
七
　
風
わ
た
る
浅
茅
が
末
の
露
に
だ
に
宿
り
も
は
て
ぬ
宵
の
い
な
づ

　
　
　
　
　
　
ー

　
こ
の
三
首
は
密
接
な
関
係
に
あ
り
、
『
新
古
今
集
』
の
洗
練
さ
れ
た
配
列
技

巧
の
例
に
挙
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
三
首
は
、
内
容
的
に
も
形
態
的
に
も

共
通
点
が
多
い
た
め
で
あ
る
。
三
首
と
も
体
一
回
止
を
使
う
和
歌
で
あ
り
、
統
語

論
上
に
お
い
て
も
等
し
く
、
そ
の
上
体
言
止
の
言
葉
（
月
・
い
な
づ
ま
）
も
意

味
論
の
同
じ
部
類
（
天
象
）
に
属
す
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
柏
木
由
夫
氏
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五

　
Ａ
タ
イ
プ
の
和
歌
は
、
上
述
し
た
よ
う
に
、
一
つ
の
関
係
節
か
ら
成
る
こ
と

で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
文
章
の
全
て
の
要
素
は
、
体
言
止
と
し
て
使
わ
れ
る

最
後
の
名
詞
の
修
飾
と
な
る
の
で
あ
る
。
例
歌
と
し
て
は
、
『
増
鏡
』
に
も
記

載
さ
れ
た
宮
内
卿
の
和
歌
を
あ
げ
る
。

　
　
七
六
　
う
す
く
こ
き
野
辺
の
み
ど
り
の
若
草
に
跡
ま
で
み
ゆ
る
雪
の
む
ら

　
　
　
　
　
消

　
　
　
　
　
薪
古
今
和
歌
集
』
に
お
け
る
体
言
止
に
つ
い
て

・

・

哨

・

ゝ

哨

｜



　
　
　
　
　
　
薪
古
今
和
歌
集
』
に
お
け
る
体
言
止
に
つ
い
て

示
し
た
よ
う
に
、
「
〔
略
〕
第
五
句
を
「
名
詞
十
の
十
名
詞
」
と
す
る
構
成
が
少

な
く
な
い
。
〔
略
〕
こ
の
「
の
」
に
よ
っ
て
結
合
さ
れ
る
二
つ
の
名
詞
に
つ
い

て
、
そ
れ
を
物
・
場
・
時
の
三
つ
に
分
ル
」
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
立
場
か

ら
考
察
す
る
と
、
先
の
三
首
の
和
歌
に
は
、
同
じ
構
成
と
な
る
第
五
句
が
使
わ

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
、
前
の
名
詞
が
時
で
あ
り
、
末
尾

の
名
詞
が
物
と
な
る
。
そ
の
ほ
か
、
連
想
ゲ
ー
ム
の
よ
う
な
言
葉
の
使
い
方
も

あ
る
（
「
人
だ
の
め
な
る
」
↓
「
人
だ
の
め
な
る
宵
の
い
な
づ
ま
」
↓
「
宵
の
い
な

づ
ま
ヒ
。

（
２
）
「
Ｂ
タ
イ
プ
」

一
つ
の
関
係
節
で
は
成
立
し
な

い
和
歌

　
Ｂ
タ
イ
プ
の
和
歌
は
、
内
容
的
に
四
種
に
分
け
ら
れ
る
。

　
①
「
呼
び
掛
け
」
を
使
う
和
歌
。

　
主
体
が
、
第
五
句
の
体
言
止
に
現
わ
れ
る
客
体
に
直
接
に
言
葉
を
か
け
る
和

歌
で
あ
る
。
そ
の
言
葉
は
通
常
、
要
望
・
質
問
・
命
令
に
な
る
。
例
え
ば
、
次

の
俊
成
歌
で
あ
る
。

　
　
二
〇
一
　
昔
思
ふ
草
の
庵
の
よ
る
の
雨
に
涙
な
添
へ
そ
や
ま
ほ
と
と
ぎ
す

　
こ
の
タ
イ
プ
は
『
新
古
今
集
』
に
四
二
首
に
過
ぎ
ず
、
一
一
五
首
に
も
及
ぶ

前
の
Ａ
タ
イ
プ
と
比
較
す
る
と
、
少
な
い
と
い
え
る
。
実
は
、
和
歌
数
が
最
小

の
部
類
で
あ
る
。

　
呼
び
か
け
の
対
象
と
な
る
も
の
で
一
番
多
い
の
は
、
自
然
界
に
関
す
る
も
の

で
あ
る
（
本
調
査
の
結
果
に
よ
る
と
二
天
首
）
。
そ
れ
に
対
し
、
呼
び
か
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

の
対
象
に
使
用
さ
れ
た
も
の
で
意
外
に
少
な
い
の
は
動
物
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

俊
成
の
和
歌
も
含
む
と
三
首
に
過
ぎ
な
い
。
同
様
に
、
珍
し
い
の
は
、
地
儀
が

呼
び
か
け
の
対
象
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
実
は
、
こ
の
よ
う
な
和
歌
は
『
新
古

今
集
』
中
に
一
首
し
か
な
い
。
そ
れ
は
次
の
慈
円
の
和
歌
で
あ
る
。

　
　
一
六
一
六
　
花
な
ら
で
た
だ
柴
の
戸
を
さ
し
て
思
ふ
心
の
奥
も
み
吉
野
の

　
　
　
　
　
　
山

　
こ
れ
は
慈
円
が
、
美
称
の
接
頭
語
で
あ
る
「
み
」
と
い
う
文
字
を
有
効
的
に

使
い
、
「
み
よ
」
に
「
見
よ
」
を
掛
け
た
。

　
先
述
の
ご
と
く
、
体
言
止
の
和
歌
の
中
に
は
「
呼
び
か
け
」
と
し
て
定
義
さ

れ
る
技
巧
を
使
う
和
歌
は
比
率
的
に
少
な
い
。
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
和
歌
の

直
接
連
続
も
少
な
く
、
三
連
（
一
四
四
・
一
四
五
、
六
八
二
・
六
八
三
、
一
七

九
二
・
一
七
九
三
）
だ
け
で
あ
る
、
と
い
う
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

　
②
「
倒
置
」
を
使
う
和
歌
。

　
倒
置
は
、
『
和
歌
大
辞
典
』
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う
な
定
義
で
あ
る
。

　
　
修
辞
法
の
一
つ
で
あ
り
、
一
首
の
う
ち
で
通
常
ま
た
は
慣
用
の
語
順
を
変

　
　
え
て
あ
る
語
句
を
特
別
な
位
置
に
お
く
こ
と
で
あ
る
。
（
略
）
体
言
止
の

　
　
手
法
も
、
主
語
や
客
語
に
あ
た
る
体
言
を
結
句
に
置
き
、
述
語
・
修
飾
語

を
前
に
回
し
た
倒
置
法
の
応
用
例
と
言
え
仙

　
し
か
し
、
こ
の
定
義
は
ど
の
点
ま
で
、
和
歌
の
詩
的
本
質
を
言
い
当
て
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
疑
問
を
解
く
に
は
ま
ず
は
和
歌
を
、
そ
し
て
「
詩
」

｜



の
定
義
自
体
を
明
ら
か
に
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ね
ば
な
る
ま
い
。
無
論
、
こ

の
疑
問
を
解
決
す
る
の
は
簡
単
で
は
な
い
が
、
広
義
に
解
す
れ
ば
、
文
章
の
特

殊
な
構
成
を
巧
み
に
利
用
し
、
言
語
の
特
別
な
形
態
が
「
詩
」
で
あ
る
。

　
そ
の
た
め
、
「
詩
」
の
文
章
は
日
常
言
語
と
距
離
の
あ
る
表
現
と
修
辞
を
使

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
調
子
と
文
章
の
特
別
な
ジ
ャ
ン
ル
に
お
い
て
は
、
読

者
に
詩
的
な
印
象
を
与
え
る
た
め
欠
か
せ
な
い
要
素
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
倒

置
と
は
詩
の
世
界
だ
け
で
は
な
く
、
日
常
言
語
に
も
見
ら
れ
る
修
辞
で
あ
る
。

し
か
し
、
日
常
言
語
の
倒
置
と
詩
の
倒
置
は
、
形
態
の
立
場
か
ら
み
る
と
同
じ

仕
組
み
を
使
う
が
、
目
的
は
異
質
で
あ
る
。
日
常
言
語
に
使
わ
れ
る
倒
置
の
目

的
は
、
受
け
手
の
注
意
を
メ
ッ
セ
ー
ジ
内
容
の
特
別
な
箇
所
に
回
す
た
め
で
あ

る
。
た
と
え
ば
、
「
飛
ぶ
よ
、
か
も
め
が
」
と
い
う
よ
う
な
文
章
で
は
ソ
王
語

（
か
も
め
）
そ
の
も
の
よ
り
・
ソ
王
語
の
行
動
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対

し
、
和
歌
の
倒
置
の
目
的
は
、
読
者
に
感
情
的
な
反
応
を
引
き
起
こ
す
た
め
で

あ
る
。
次
の
和
歌
を
例
に
挙
げ
て
み
よ
う
。
鴨
長
明
の
師
、
俊
恵
の
和
歌
で
あ

　
　
六
　
春
と
い
へ
ば
霞
に
け
り
・
な
き
の
ふ
ま
で
波
間
に
み
え
し
淡
路
島
山

　
和
歌
主
体
は
、
突
然
春
の
霞
に
隠
れ
て
し
ま
っ
た
淡
路
島
山
で
あ
る
。
だ
が
、

読
者
が
淡
路
島
山
の
輪
郭
を
見
分
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
前
に
、
霞
の
中
に
目

を
や
り
、
一
瞬
の
狼
狽
の
感
じ
を
昧
わ
う
の
で
あ
る
。

　
『
新
古
今
集
』
に
見
ら
れ
る
こ
の
よ
う
な
倒
置
を
用
い
る
和
歌
は
一
一
八
首

　
　
　
　
　
薪
古
今
和
歌
集
』
に
お
け
る
体
言
止
に
つ
い
て

あ
り
、
数
が
一
番
多
い
部
類
で
あ
る
。
こ
の
タ
イ
プ
の
和
歌
の
直
接
連
続
は
九

連
（
一
六
〇
・
一
六
一
、
一
七
四
・
一
七
五
、
三
〇
七
∴
二
〇
八
、
三
五
一
・

三
五
二
、
四
七
四
・
四
七
五
、
五
九
四
・
五
九
五
、
七
四
一
～
七
四
三
、
一
八

八
〇
・
一
八
八
一
、
▽
几
一
〇
・
一
九
一
二
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
三
首
連
続

し
た
唯
一
の
例
を
挙
げ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
源
家
長

　
　
七
四
一
　
藻
塩
草
か
く
と
も
つ
き
じ
君
が
代
の
数
に
よ
み
お
く
和
歌
の
浦

　
　
　
　
　
　
波

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
大
納
言
隆
房

　
　
七
四
二
　
う
れ
し
さ
や
片
敷
く
袖
に
包
む
ら
ん
け
ふ
待
ち
え
た
る
宇
治
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
輔
朝
臣

　
　
七
四
三
　
年
へ
た
る
宇
治
の
橋
守
言
問
は
む
幾
代
に
な
り
ぬ
水
の
み
な
か

　
　
　
　
　
　
み

　
体
言
止
と
倒
置
の
ほ
か
、
三
首
の
共
通
点
は
何
か
。
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、

歌
枕
で
あ
る
。
七
四
一
と
七
四
二
番
は
結
句
で
別
の
歌
枕
（
和
歌
の
浦
・
宇

治
）
を
使
い
、
そ
れ
に
反
し
て
七
四
二
と
七
四
三
番
は
別
の
所
（
結
句
・
二

句
）
で
同
じ
歌
枕
（
宇
治
）
を
使
う
。
さ
ら
に
、
三
首
と
も
和
歌
の
結
句
の
構

成
も
（
名
詞
十
の
十
名
詞
）
で
一
致
す
る
。

七



　
　
　
　
　
薪
古
今
和
歌
集
』
に
お
け
る
体
言
止
に
つ
い
て

　
③
　
平
叙
文
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
和
歌
。

　
こ
の
よ
う
な
和
歌
で
主
体
は
、
「
何
々
は
何
々
だ
」
「
何
々
が
起
き
る
と
何
々

が
起
き
る
」
「
何
々
を
す
る
と
何
々
と
な
る
」
な
ど
の
よ
う
な
平
叙
文
で
自
分

の
考
え
を
表
す
。
例
え
ば
、
次
の
和
歌
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
輔
朝
臣

　
　
五
五
八
　
お
の
づ
か
ら
音
す
る
も
の
は
庭
の
面
に
木
の
葉
吹
き
ま
く
谷
の

　
　
　
　
　
　
夕
風

　
こ
の
タ
イ
プ
の
和
歌
は
、
『
新
古
今
集
』
で
は
四
六
首
見
ら
れ
、
体
言
止
を

使
う
和
歌
全
体
の
Ｉ
〇
％
と
な
り
、
歌
数
か
ら
見
る
と
①
「
呼
び
か
け
」
の
部

類
に
属
す
る
和
歌
と
お
よ
そ
同
数
で
あ
る
が
、
『
新
古
今
集
』
中
で
は
、
直
接

連
続
は
一
連
も
な
い
。
こ
れ
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
『
新
古
今
集
』
は
、
歌
の

ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
で
あ
る
が
、
構
成
の
優
れ
た
作
品
と
し
て
構
想
さ
れ
た
歌
集
で

あ
る
。
い
わ
ば
、
『
新
古
今
集
』
の
美
し
さ
を
味
わ
う
に
は
冒
頭
か
ら
末
尾
ま

で
読
ま
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
『
新
古
今
集
』
の
最
大
の
美
点
は
、
和
歌
配

列
の
妙
に
あ
る
た
め
で
あ
る
。
だ
が
、
『
新
古
今
集
』
の
和
歌
を
順
に
読
む
と
、

全
部
秀
歌
で
埋
め
つ
く
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
な
い
こ
と
に
気
づ
く
。
し
か
し
、

こ
れ
が
勅
撰
集
の
欠
点
と
即
断
す
る
の
は
慎
重
を
要
す
る
。
藤
原
俊
成
は
『
古

来
風
鉢
抄
』
に
お
い
て
、
『
後
拾
遺
集
』
の
編
纂
を
考
察
す
る
時
に
次
の
こ
と

を
述
べ
た
。

　
　
さ
れ
ば
、
げ
に
ま
こ
と
に
、
お
も
し
ろ
く
、
聞
き
近
く
、
物
に
心
得
た
る

八

　
　
様
の
歌
ど
も
に
て
、
お
も
し
ろ
く
は
見
ゆ
る
を
、
撰
者
の
好
む
筋
や
、
ひ

　
　
と
へ
に
を
か
し
き
風
鉢
な
り
け
ん
、
こ
と
に
良
き
歌
ど
も
は
さ
て
置
き
て
、

　
　
挾
間
の
地
の
歌
の
、
少
し
前
々
の
撰
集
に
見
合
す
る
に
は
、
た
け
な
ど
も

　
　
立
ち
下
り
に
け
る
な
る
べ
ぬ
。

　
有
吉
保
氏
『
和
歌
文
学
辞
典
』
の
定
義
に
よ
る
と
、
「
地
の
歌
」
と
は
「
撰

集
や
百
首
歌
中
に
あ
っ
て
、
そ
れ
自
体
は
目
立
か
な
い
が
、
秀
歌
を
引
き
立
だ

せ
、
全
体
の
基
調
を
な
す
役
割
を
と
も
担
う
」
で
あ
仙
。

　
よ
っ
て
、
③
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
和
歌
が
「
地
の
歌
」
と
し
て
考
え
ら
れ

る
な
ら
ば
、
な
ぜ
こ
の
和
歌
の
直
接
連
続
が
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
判
明
す
る

の
で
は
な
い
か
。

　
④
　
呼
び
か
け
と
倒
置
を
使
わ
ず
、
二
つ
の
文
章
に
な
る
和
歌
。

　
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
和
歌
の
例
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
次
の
二
首
が
挙
げ

ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
大
僧
正
慈
円

　
　
二
五
一
　
鵜
飼
舟
あ
は
れ
と
ぞ
見
る
も
の
の
ふ
の
八
十
宇
治
川
の
夕
闇
の

　
　
　
　
　
　
空

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寂
蓮
法
師

　
　
二
五
二
　
鵜
飼
舟
高
瀬
さ
し
こ
す
ほ
ど
な
れ
や
む
す
ぼ
ほ
れ
ゆ
く
か
が
り

　
　
　
　
　
　
火
の
影

　
右
の
二
首
の
和
歌
は
、
鵜
飼
舟
の
こ
と
を
詠
み
、
構
成
的
に
は
同
じ
で
あ
る
。



無
論
、
慈
円
の
歌
に
は
二
旬
切
れ
が
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
寂
蓮
は
三
旬
切
れ

を
使
う
が
、
両
首
と
も
に
二
つ
の
文
章
か
ら
な
る
和
歌
で
あ
る
。
し
か
し
、
表

面
的
に
類
似
し
て
い
る
も
の
の
、
内
容
的
に
重
要
な
違
い
が
あ
る
。
寂
蓮
の
和

歌
の
「
む
す
ぽ
ほ
れ
ゆ
く
か
が
り
火
の
影
」
と
い
う
部
分
は
上
旬
に
情
報
を
添

え
る
も
の
だ
。
む
し
ろ
、
こ
の
場
合
は
上
旬
に
現
わ
れ
る
疑
問
に
対
し
て
の
、

理
屈
的
な
答
え
と
な
る
。
解
釈
す
る
と
、
「
鵜
飼
舟
は
川
の
浅
瀬
を
棹
を
さ
し

て
越
え
て
い
る
の
だ
な
あ
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
突
然
か
が
り
火
の
光
は
乱
れ

て
し
ま
っ
た
か
ら
だ
」
、
と
言
え
る
。
そ
れ
に
反
し
て
、
慈
円
の
「
も
の
の
ふ

の
八
十
宇
治
川
の
夕
闇
の
空
」
の
部
分
は
、
上
旬
に
情
報
よ
り
感
情
を
加
え
る

も
の
だ
。
そ
う
す
る
と
こ
の
部
類
の
和
歌
は
、
さ
ら
な
る
下
位
部
類
に
分
類
で

き
る
。
寂
蓮
の
よ
う
な
和
歌
は
「
情
報
」
と
し
て
定
義
さ
れ
る
部
類
に
、
慈
円

の
よ
う
な
和
歌
は
「
感
情
」
と
し
て
定
義
さ
れ
る
部
類
で
あ
る
。

　
「
情
報
」
の
和
歌
は
『
新
古
今
集
』
に
は
六
二
首
（
体
言
止
の
和
歌
の
一

三
・
四
％
）
あ
り
、
直
接
連
続
と
し
て
は
、
次
の
七
連
（
二
六
・
二
七
、
二
六

〇
・
二
六
一
、
五
〇
三
・
五
〇
四
、
コ
ー
七
四
・
コ
ー
七
五
、
言
一
二
〇
∴

三
一
一
、
一
四
二
四
・
一
四
二
五
、
一
五
四
三
・
一
五
四
四
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
「
感
情
」
の
和
歌
数
は
「
情
報
」
の
和
歌
よ
り
や
や
多
く
、
七
八
首
（
体
言

止
の
和
歌
の
う
ち
一
六
・
九
％
）
あ
る
。
こ
の
部
類
に
も
直
接
連
続
が
複
数
存

在
し
、
具
体
的
に
は
五
八
・
五
九
、
二
Ｉ
五
・
二
Ｉ
六
、
二
二
六
・
二
二
七
、

三
五
九
上
二
六
四
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
薪
古
今
和
歌
集
』
に
お
け
る
体
言
止
に
つ
い
て

　
こ
の
連
で
興
味
深
い
の
は
、
三
五
九
か
ら
三
六
四
番
の
連
な
り
で
あ
る
。

『
新
古
今
集
』
に
は
体
言
止
を
使
う
和
歌
の
直
接
連
続
は
六
首
ま
で
及
ぶ
が
、

六
首
の
連
続
は
二
連
し
か
な
い
。
そ
の
う
ち
の
一
連
が
こ
の
三
五
九
か
ら
三
六

四
の
六
首
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
摂
政
太
政
大
臣

　
　
三
五
九
　
も
の
思
は
で
か
か
る
露
や
は
袖
に
お
く
な
が
め
て
け
り
な
秋
の

　
　
　
　
　
　
夕
暮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
大
僧
正
慈
円

一
一

一

＿ｔ．（
○
　
み
山
路
や
い
つ
よ
り
秋
の
色
な
ら
む
見
ざ
り
し
雲
の
夕
暮
の
空

一
一

一

＿ｔ．

ノヘ

一

一

一

一

＿ ｔ ．

ノ ｀ ヽ ヽ

一

一

一
一

一

＿ｔ．

一
一

一

＿ｔ．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寂
蓮
法
師

さ
び
し
さ
は
そ
の
色
と
し
も
な
か
り
け
り
真
木
立
つ
山
の
秋
の

夕
暮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
行
法
師

心
な
き
身
に
も
あ
は
れ
は
し
ら
れ
け
り
し
ぎ
立
つ
沢
の
秋
の
夕

暮　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
定
家
朝
臣

（
三
　
見
わ
た
せ
ば
花
も
も
み
ぢ
も
な
か
り
け
り
浦
の
と
ま
屋
の
秋
の

　
　
　
夕
暮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
雅
経

（
四
　
た
へ
て
や
は
思
ひ
あ
り
と
も
い
か
が
せ
む
む
ぐ
ら
の
宿
の
秋
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九



　
　
　
　
　
薪
古
今
和
歌
集
』
に
お
け
る
体
言
止
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
夕
暮

　
こ
れ
は
、
全
て
「
新
古
今
時
代
」
の
歌
人
に
よ
っ
て
詠
ま
れ
た
和
歌
で
あ
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
寂
蓮
・
西
行
・
定
家
の
右
の
三
首
は
三
夕
の
歌
で
あ
り
、
有

吉
保
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　
　
　
三
旬
切
の
歌
、
下
旬
「
ま
き
立
つ
山
」
「
鴫
立
つ
沢
」
「
浦
の
苫
屋
」
の

　
　
秋
の
夕
暮
で
、
点
景
を
異
に
す
る
三
幅
の
絵
画
の
世
界
を
も
つ
こ
と
に
よ

　
　
っ
て
、
印
象
的
で
あ
り
後
世
檜
灸
さ
れ
る
だ
け
の
理
由
が
み
ら
れ
る
の
で

　
　
　
⑩

　
　
あ
る
。

　
普
通
、
体
言
止
は
和
歌
の
叙
情
的
な
本
質
と
強
い
関
係
が
あ
る
と
い
え
る
が
、

『
新
古
今
集
』
で
も
、
体
言
止
は
景
色
を
描
写
す
る
こ
と
だ
け
に
限
ら
れ
る
技

巧
で
は
な
い
。
体
言
止
に
よ
っ
て
強
調
さ
れ
る
の
は
、
景
色
よ
り
も
ブ
王
体
の

情
緒
だ
と
い
え
よ
う
。

　
次
に
、
体
言
止
を
使
う
右
の
六
首
の
連
を
考
察
し
た
い
。

　
秋
は
冬
の
到
来
を
告
げ
る
季
節
で
あ
る
な
ら
ば
、
夕
暮
は
夜
の
到
来
を
告
げ

る
時
間
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
「
秋
の
夕
暮
」
と
は
、
内
的
に
こ
貝
性
が
あ

る
イ
メ
ー
ジ
で
あ
り
・
、
悲
し
げ
な
表
現
と
な
る
。
本
連
の
四
首
の
和
歌
つ
二
五

九
・
三
六
一
・
三
六
二
・
三
六
四
）
に
は
叙
情
的
な
表
現
が
明
白
に
現
わ
れ
る

と
い
え
る
。
つ
ま
り
、
「
も
の
思
は
で
か
か
る
露
や
は
」
、
「
さ
び
し
さ
は
」
、

「
心
な
き
身
に
も
あ
は
れ
は
」
、
「
た
へ
て
や
は
思
ひ
あ
り
と
も
」
の
箇
所
で
あ

る
。
そ
れ
に
反
し
、
慈
円
と
定
家
の
和
歌
は
、
単
な
る
叙
述
的
な
和
歌
に
み
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

る
が
、
そ
う
で
は
な
い
。
こ
の
二
首
の
和
歌
に
も
際
立
っ
て
叙
情
的
な
本
質
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
は
、
和
歌
の
内
容
的
な
要
素
で
は
な
い
も
の
に
基

づ
く
も
の
で
あ
る
。
慈
円
の
和
歌
の
場
合
、
和
歌
の
意
味
に
影
響
を
与
え
て
い

る
の
は
ノ
詠
人
そ
の
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
慈
円
は
法
師
で
あ
る
の
で
、

彼
が
詠
ん
だ
深
山
は
隠
遁
生
活
を
送
る
者
の
寂
し
い
世
界
を
暗
示
し
て
い
る
。

同
様
に
、
定
家
の
描
写
し
た
桜
の
花
も
紅
葉
も
な
い
浦
の
苫
屋
は
、
静
止
場
面

だ
け
で
は
な
く
、
主
体
が
観
る
景
色
で
あ
る
。
折
口
信
夫
は
。

　
　
　
第
一
、
「
浦
の
苫
屋
」
と
言
ふ
の
は
、
「
浦
の
あ
る
風
景
」
で
は
な
く
。

　
　
歌
の
中
の
人
物
は
、
苫
屋
で
秋
の
夕
暮
を
観
じ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
だ
か

　
　
ら
、
苫
屋
に
居
る
入
自
今
秘
の
夕
薯
尚
も
の
で
あ
る
」

と
述
べ
た
。
さ
ら
に
、
本
和
歌
の
「
秋
の
夕
暮
」
は
、
明
石
に
移
っ
た
光
源
氏

ら
、
苫
屋
に
居
る
人
自
身
、
秋
の
夕
暮
の
も
の
で
あ
柚

の
悲
し
さ
の
強
力
な
象
徴
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
定
家
の
和
歌
は
、

風
景
し
か
写
生
し
な
い
和
歌
と
異
質
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
四
季
の
和
歌
に
お
い
て
、
叙
情
性
は
体
言
止
の
和
歌
に
の
み
認
め
ら
れ
る
わ

け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
体
言
止
に
よ
っ
て
決
定
的
に
強
調
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

ま
と
め

　
体
言
止
は
、
「
新
古
今
時
代
」
歌
風
の
重
要
な
特
徴
で
あ
っ
た
。
本
稿
の
調

査
を
通
じ
、
『
新
古
今
集
』
で
は
体
言
止
の
和
歌
は
ほ
ぼ
全
て
当
時
の
歌
人
の



和
歌
と
い
う
こ
と
が
判
明
し
た
。
さ
ら
に
、
体
言
止
と
自
然
界
に
は
密
接
な
関
　
　
情
性
を
よ
り
明
確
に
で
き
る
と
考
え
る
。

係
が
あ
る
こ
と
も
判
明
し
た
。
根
拠
と
し
て
は
三
種
の
調
査
結
果
が
挙
げ
ら
れ

る
。
一
点
目
は
、
体
言
止
を
使
う
和
歌
の
大
部
分
は
四
季
部
に
収
め
ら
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注

る
こ
と
で
あ
る
。
二
点
目
は
、
一
点
目
か
ら
の
帰
結
で
あ
る
が
、
体
言
止
の
和

歌
の
直
接
連
続
の
大
半
が
四
季
部
に
収
録
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

三
点
目
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
和
歌
が
収
め
ら
れ
て
い
る
巻
に
関
わ
ら
ず
、
体
言
止

に
使
わ
れ
る
言
葉
に
は
自
然
界
（
動
物
・
植
物
・
天
象
）
に
関
す
る
言
葉
が
圧

倒
的
に
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
本
調
査
の
結
果
、
さ
ら
に
別
の
考
察
も
可
能
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。
体
言

止
を
使
う
和
歌
に
限
定
す
る
と
、
『
新
古
今
集
』
の
撰
者
は
日
常
言
語
と
異
質

の
言
語
体
系
を
使
用
し
た
和
歌
を
好
ん
だ
と
い
え
る
。
本
稿
で
は
体
言
止
の
和

歌
を
、
統
語
的
に
部
類
と
下
位
部
類
に
分
類
し
た
。
そ
の
結
果
、
一
つ
の
関
係

節
か
ら
成
る
和
歌
と
そ
れ
以
外
に
分
か
れ
、
後
者
は
さ
ら
に
「
呼
び
か
け
」
を

使
う
和
歌
、
倒
置
を
使
う
和
歌
、
平
叙
文
に
限
ら
れ
る
和
歌
、
二
つ
の
文
章
に

な
る
和
歌
に
分
類
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

　
最
後
に
、
『
新
古
今
集
』
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
以
下
の
調
査
も

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
『
新
古
今
集
』
直
前
の
『
千

載
和
歌
集
』
、
そ
し
て
『
新
古
今
集
』
の
次
の
『
新
勅
撰
和
歌
集
』
に
対
し
て

も
本
稿
の
分
類
を
応
用
し
て
調
査
を
行
い
、
改
め
て
『
新
古
今
集
』
の
調
査
結

果
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
「
新
古
今
時
代
」
に
決
定
的
と
な
っ
た
体
言
止
の
叙

　
　
　
　
　
薪
古
今
和
歌
集
』
に
お
け
る
体
言
止
に
つ
い
て

①
　
『
新
古
今
集
』
に
お
け
る
体
言
止
に
関
す
る
先
行
研
究
は
少
な
く
、
次
の
論
文
だ

　
け
挙
げ
ら
れ
る
。

　
・
山
崎
敏
夫
「
新
古
今
集
の
体
言
止
歌
の
下
句
構
造
」
、
「
愛
知
県
立
女
子
大
学
説

　
　
林
」
ぺ
「
さ
呂
・
に
」
ｐ
.
　
１
-
１
５

　
・
武
内
章
一
他
「
二
十
一
代
集
に
お
け
る
体
言
止
め
に
つ
い
て
」
、
「
名
古
屋
大
学
国

　
　
語
国
文
学
」
９
　
　
　
　
１
９
６
１
.
　
１
０
　
　
　
　
ｐ
.
　
４
１
-
５
８

　
・
武
内
章
一
他
「
続
拾
遺
集
に
つ
い
て
の
一
考
察
　
　
体
言
止
め
、
恋
の
歌
の
配
列

　
　
よ
り
み
て
」
、
「
名
古
屋
大
学
国
語
国
文
学
」
１
０
　
　
　
　
１
９
６
２
.
　
０
５
　
　
　
　
ｐ
.
　
３
３
-
５
１

　
・
中
性
哲
「
八
代
集
の
体
言
止
め
の
歌
の
性
格
」
、
「
富
山
大
学
文
理
学
部
文
学
紀

　
　
要
」
１
１
　
［
１
９
６
２
.
　
０
２
］
ｐ
-
台
-
５
３

・
藤
田
道
也
「
体
言
止
め
を
め
ぐ
っ
て

万
葉
集
・
古
今
集
・
新
古
今
集
に
お
け

　
　
る
喚
体
表
現
と
述
体
表
現
」
、
「
愛
媛
国
文
研
究
」
１
２
　
　
　
　
１
９
６
３
.
　
０
２
　
　
　
　
ｐ
.
　
１
０
１
-
１
０
７

　
・
三
宅
清
「
体
言
止
め
の
分
類
　
　
古
今
集
・
新
古
今
集
を
資
料
と
し
て
」
、
「
岡
山

　
　
大
学
教
育
学
部
研
究
集
録
」
８
４
　
　
　
　
１
９
９
０
.
　
０
７
　
　
　
　
ｐ
.
　
３
３
-
３
８

②
　
本
稿
で
使
用
し
た
テ
キ
ス
ト
は
、
久
保
田
淳
校
注
『
新
古
今
和
歌
集
』
新
潮
社
、

　
さ
Ｊ
で
あ
る
。

③
　
久
保
田
淳
校
注
『
新
古
今
和
歌
集
』
上
、
新
潮
社
、
１
９
７
ｒ
　
　
ｐ
.
　
３
４
４

①
　
藤
平
春
男
『
新
古
今
歌
風
の
形
成
』
明
治
書
院
、
１
９
６
９
’
　
　
ｐ
.
　
４
-
５

⑤
　
有
吉
保
『
新
古
今
和
歌
集
の
研
究
‥
基
盤
と
構
成
』
三
省
堂
、
１
９
６
８
.
　
ｒ
　
ｐ
.
　
３

⑥
　
武
内
章
一
他
「
二
十
一
代
集
に
お
け
る
体
言
止
め
に
つ
い
て
」
、
「
名
古
屋
大
学
国

　
語
国
文
学
」
９
　
　
　
　
１
９
６
１
.
　
１
０
　
　
　
　
ｐ
.
　
４
４

⑦
　
参
考
　
有
吉
保
『
新
古
今
和
歌
集
の
研
究
‥
基
盤
と
構
成
』
三
省
堂
、
１
９
６
８
.
　
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
一



『
新
古
今
和
歌
集
』
に
お
け
る
体
言
止
に
つ
い
て

⑧
　
橋
本
不
美
男
、
有
吉
保
、
藤
平
春
男
校
注
・
訳
『
歌
論
集
』
小
学
館
、
１
９
７
５
.
　
ｒ

　
ｐ
.
　
３
７
１
-
３
７
３

⑨
　
中
性
哲
「
八
代
集
の
体
言
止
め
の
歌
の
性
格
」
、
「
富
山
大
学
文
理
学
部
文
学
紀

　
要
」
１
１
　
　
「
１
９
６
２
.
　
０
２
」

⑩
「
天
象
」
と
い
う
の
は
狭
義
で
、
天
体
の
現
象
　
　
日
・
月
・
星
の
お
こ
す
現
象

　
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
本
調
査
で
は
「
水
・
風
・
雲
・
雨
・
雪
」
な
ど
の
よ
う
な
語

　
句
も
含
め
た

⑨
　
藤
田
道
也
「
体
言
止
め
を
め
ぐ
っ
て

万
葉
集
・
古
今
集
・
新
古
今
集
に
お
け

　
る
喚
体
表
現
と
述
体
表
現
」
、
「
愛
媛
国
文
研
究
」
１
２
　
１
９
６
３
.
　
０
２
　
　
　
　
ｐ
.
　
１
０
１
-
１
０
７

⑩
　
柏
木
由
夫
「
八
代
集
の
体
言
止
」
、
和
歌
文
学
会
編
『
論
集
　
和
歌
と
レ
ト
リ
ッ

　
ク
』
笠
間
書
院
、
１
９
８
６
.
　
９
’
　
ｐ
.
　
１
６
５

⑩
　
犬
養
廉
他
編
『
和
歌
大
辞
典
』
明
治
書
院
、
１
９
８
６
.
　
３

⑩
　
注
⑧
と
同
じ
、
ｐ
.
　
２
９
２

⑤
　
有
吉
保
編
『
和
歌
文
学
辞
典
』
桜
楓
社
、
１
９
８
２

⑩
　
注
⑦
と
同
じ
、
ｐ
.
　
３
３
２

⑤
　
折
口
信
夫
「
「
倭
は
國
の
ま
ほ
ろ
ば
」
其
他
」
、
『
折
口
信
夫
全
集
』
中
央
公
論
社
。

　
１
９
６
６
＾
第
十
巻
、
ｐ
.
　
３
１
４

一

一

一


